
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 318 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅲ 単位数 ６単位 年次 ３年次 

使用教科書 数学Ⅲ 新訂版 （実教出版） 

副教材等 スパイラル 数学Ⅲ 新訂版 （実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

一人一人、しっかりと説明を聞いて考えることが大事ですが、問題解決学習として、課題に対して、

自ら考え、時には相談しあいながら一緒に考え、色々な考え方や答えへのアプローチ方法を学ぶこと

もします。自分の考えを発表したり、議論したりする場も設けます。 

しっかりと授業に集中し、自らじっくり考える癖をつけてください。疑問はなるべくその日のうち

に解決し、必ずその日に習ったことの復習をしましょう。また、問題集の問題をまず自分で解き、わ

からなければもう 1度その箇所を見直し、理解した後に再度解くことが大切です。忘れないように、

できなかった原因や考え方も書くようにしてください。繰り返し、後日解いて理解を深めることが大

切です。 

家庭学習における課題は、定期的に提出してもらいます。しっかりと取り組みましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

微分法および積分法についての理解を深め，知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察

し処理する能力を伸ばすとともに，それらを積極的に活用する態度を育てる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方 c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

微分法および積分
法に関心をもつとと
もに，それらを事象
の考察に積極的に活
用して数学的論拠に
基づいて判断しよう
とする。 

事象を数学的に考察
し表現したり，思考の過
程を振り返り多面的・発
展的に考えたりするこ
となどを通して，微分法
および積分法における
数学的な見方や考え方
を身につけている。 

微分法および積
分法において，事象
を数学的に表現・処
理する仕方や推論
の方法などの技能
を身につけている。 

微分法および積
分法における基本
的な概念，原理・法
則などを体系的に
理解し，知識を身に
つけている。 

評
価
方
法 

定期テスト 

小テスト 

課題 

レポート 

観察等 

定期テスト 

小テスト 

課題 

レポート 

観察等 

定期テスト 

小テスト 

課題 

レポート 

観察等 

定期テスト 

小テスト 

課題 

レポート 

観察等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 



 

※令和３年度以前入学生用 

学

期 

内

容 

単元

（題材） 
学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１

学

期 

第
５
章 

微
分
法 

第 1 節 

導関数 

１.微分係

数と導関数 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○  ○ a:微分係数や導関数の定義に関心をもち、 

関数の特徴の考察に活用しようとしてい 

る。 

積の導関数や商の導関数に関心をもち， 

積や商で表される関数の考察に活用しよ 

うとしている。 

b:関数が連続であることと微分可能である 
ことの関係を考察することができる。 

c:いろいろな関数の導関数を求めることが 
できる。 
合成関数の微分法を用いていろいろな関 
数の導関数を求めることができる。 

d:導関数やその性質について理解し，基礎 
的な知識を身につけている。 
積の導関数や商の導関数について理解 
し，基礎的な知識を身につけている。 
合成関数の微分法について理解してい 
る。 

定期テス

ト 

小テスト 

課題 

レポート 

観察等 

２.導関数

の計算 

 

 

 

 

○  ○ ○ 

第２節 

いろい

ろな関

数の導

関数 

１.いろいろ

な関数の

導関数 

○ ○ ○ ○ a:対数関数の導関数や自然対数に関心をも 

ち，対数を用いて表される関数の考察に 

活用しようとしている。 

b:三角関数の導関数を求める過程を，定義 

を踏まえて考察することができる。 

媒介表示で表された関数の導関数が求め 

ることができる。 

c:指数関数や対数関数の導関数を求めるこ 

とができる。 

   高次導関数を求めることができる。 

d: 三角関数の導関数の計算について理解

している。 

指数関数や対数関数の導関数について

理解している。 

第 2次導関数，第 3次導関数，第 n次導

関数，高次導関数について理解し，基礎

的な知識を身につけている。 

 

２.第ｎ次導

関数 

○  ○ ○ 

３.曲線の

方程式と導

関数 

 ○ ○ ○ 

第
６
章 

微
分
の
応
用 

第１節 

導関数

の応用 

１.接線・法

線の方程

式 

 

 

 

  ○ ○ a: 平均値の定理に関心をもち，事象の考察 

に活用しようとしている。 

関数の極大・極小に関心をもち，関数の

考察に活用しようとしている。 

b:平均値の定理を用いて導関数の符号と関 

数の増減について考察することがで第 2 

次導関数の値の正負と曲線の凹凸の関係 

について考察することができる。 

c:接線の方程式を求めることができる。 

平均値の定理を用いて不等式を証明する 

ことができる。 

関数の極値を求めることができる。 

関数の増減，極値，グラフの凹凸を調べ 

グラフをかくことができる。 

d:第 2次導関数の符号と極大・極小の関係 

について理解している。 

導関数と点の運動の関係について理解し 

ている。 

２.平均値

の定理 

 

 

 

○  ○  

３.関数の

値の変化 

 

 

 

 ○ ○ ○ 

４.関数の

グラフ 

 

 

 

○  ○  



 

※令和３年度以前入学生用 

 

第
６
章 

微
分
の
応
用 

第２節 

いろい

ろな応

用 

１.方程式、

不等式の

応用 

 

 

  ○  a:導関数を点の運動の考察に活用しようと

している。 

b:方程式の実数解の個数を関数のグラフと 

関連付けて考察することができる。 

微分係数を用いて近似式について考察 

することができる。 

c:関数や数量の最大値・最小値を求めるこ 

とができる。 

関数の値域を調べて不等式を証明するこ 

とができる。 

近似式を求めることができる。 

d:導関数と点の運動の関係について理解し 

ている。 

定期テス

ト 

小テスト 

課題 

レポート 

観察等 

 

２
学
期 

２.速度・加

速度 

 

 

○   ○ 

３.近似値 

 

 

 

 ○ 

 

○ 

 

 

 

第
７
章 

積
分
法
と
そ
の
応
用 

第 1 節 

不定積

分 

１.不定積

分とその基

本性質 

 

 

 

  ○ 

 

 

 

○ a:三角関数の積を和・差になおす公式に関 

心をもち，不定積分を求めることに活用 

しようとしている。 

b:不定積分における置換積分法や部分積分 

法について，合成関数や積の微分法の公 

式などを用いて，その過程を考察するこ 

とができる。 

c:公式を利用して，xα，三角関数，指数関 

数などの不定積分を求めることができ 

る。 

置換積分法や部分積分法などを用いて不 

定積分を求めることができる。 

いろいろな分数関数の不定積分を求める 

ことができる。 

d:関数 f(x)の原始関数や不定積分について 

の基礎的な知識を身につけている。 

２.置換積

分法と部分

積分法 

 

 

 ○ ○ 

 

 

 

３.いろいろ

な関数の

不定積分 

 

 

 

○  ○ 

 

 

 

 

第
７
章 

積
分
法
と
そ
の
応
用 

第２節 

定積分 

１.定積分と

その基本

性質 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

○ ○ a: 区分求積法に関心をもち，面積や体積を
求めることに活用しようとしている。 

b: 定積分における置換積分法について，積 
分区間に留意しながら，定積分を求める
過程を考察することができる。 
定積分で表された関数において微分と積
分の関係を考察することができる。 
定積分と面積の関係を用いて不等式が成
り立つことについて考察することができ
る。 

c: 絶対値のついた関数の定積分を求める
ことができる。 

   置換積分法を利用していろいろな定積
分を求めることができる。 

   部分積分法を利用して定積分を求める
ことができる。 

   積分と微分の関係を利用して定積分で
表された関数方程式を求めることがで
きる。 

   区分求積法を利用して和の極限を求め
ることができる。 

   定積分を用いて不等式を証明すること
ができる。 

d: 定積分やその基本的な性質について理
解している。 

 

２.置換積

分法と部分

積分法 

 

 

 

 

○ ○ 

 

 

 

 

○  

３.定積分

のいろいろ

な問題 

 

 

  

 

 

 

 

○  



 

※令和３年度以前入学生用 

３
学
期 

第
７
章 

積
分
法
と
そ
の
応
用 

第３節 

面積・体

積・長さ 

１.面積 

 

 

 

○ ○ 

 

 

 

○ ○ a:定積分と体積の関係に関心をもち，定積 

分を活用しようとしている。 

b:サイクロイドの囲む図形の面積を置換 

積分法と関連付けて考察することができ 

る。 

  定積分と曲線の長さの関係について考察

することができる。 

c:２曲線で囲まれた図形の面積を求めるこ

とができる。 

  いろいろな立体の体積を求めることがで

きる。 

曲線の長さや道のりを求めることができ 

る。  

d:定積分を用いて面積を求めることについ 

て理解している。 

  速度と道のりと，定積分の関係を理解し 

ている。 

定期テス

ト 

小テスト 

課題 

レポート 

観察等 
２.体積 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

○ ○ 

３.道のり 

 

 

 

 ○ ○ ○ 

４．曲線の

長さ 

 

 

 

 ○ ○ ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:数学的な見方や考え方 

c:数学的な技能     d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


